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仏跡シリーズ⑤ 〈サルナート〉

釈尊が五人の僧に初めて説法をなされた初転法輪の地

サルナートは、宗教の縮図のような場所であり、ダメー

クストーパと言われる二層の塔がシンボルである。

　　　　　　　　　　（カメラ・松本　栄一）
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総
会
な
ど
の
行
な
わ
れ
る
増
上
寺

　
第
十
二
回
世
界
仏
教
徒
会
議
日
本
大
会
（
W

F
B
日
本
大
会
）
は
明
年
十
月
に
開
催
さ
れ
る

が
、
残
す
と
こ
ろ
あ
と
十
ケ
月
と
な
り
、
実
行

委
員
会
、
事
務
局
と
も
に
体
制
を
整
え
鋭
意
努

力
し
て
い
る
。

　
一
主
要
会
場
に
つ
い
て
一
大
会
開
催
に
あ
た

っ
て
会
場
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
委
員
会
．

担
当
局
部
で
折
衝
を
行
な
い
、
主
要
会
場
に
つ

い
て
は
次
の
よ
う
に
決
定
し
、
今
後
詳
細
に
わ

た
っ
て
打
ち
合
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
開
会
式
は
第
二
回
大
会
で
も
O
協
置
い
た
だ

い
た
築
地
本
願
寺
（
東
京
・
中
央
区
）
、
諸
会

議
・
総
会
は
大
本
山
増
上
寺
（
東
京
・
港
区
）

と
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
（
港
区
）
、
歓
迎
大

会
は
国
立
劇
場
（
東
京
・
千
代
田
区
）
、
閉
会

式
・
サ
ヨ
ナ
ラ
パ
ー
テ
ィ
ー
は
国
立
京
都
国
際

会
館
会
議
場
（
宝
ケ
池
）
に
そ
れ
ぞ
れ
決
ま
っ

た
。

続
々
参
加
申
し
込
み

　
第
十
二
回
W
F
B
日
本
大
会
に
寄
せ
る
各
国

地
域
セ
ン
タ
ー
の
期
待
は
非
常
に
高
く
、
プ
ー

ン
殿
下
名
の
本
部
告
示
、
全
n
口
懸
仏
教
会
よ
り

の
正
式
招
待
状
に
対
し
て
、
代
表
団
・
オ
ブ
ザ

ー
バ
ー
の
派
遣
希
望
申
込
み
が
続
々
と
よ
せ
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
海
外
開
教
の
日
系
仏
教
団
体

へ
の
参
加
を
勧
め
る
案
内
に
つ
い
て
も
、
参
加

翻
し
込
み
や
問
い
合
せ
が
き
て
お
り
、
現
在
渉

外
部
で
と
り
ま
と
め
て
い
る
。
こ
の
あ
と
の
作

業
と
し
て
は
参
加
代
表
者
氏
名
、
住
所
な
ど
の

手
続
き
を
と
れ
る
よ
う
書
類
を
整
備
す
る
。
な

お
イ
ン
ド
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ェ
、
ス
リ
ラ
ン
カ

な
ど
為
替
管
理
の
た
め
海
外
渡
航
困
難
な
国
々

に
対
し
て
、
一
国
で
も
多
く
参
加
で
き
る
よ
う

外
務
省
、
大
使
館
等
の
関
係
機
関
に
働
き
か
け

の
努
力
を
事
務
局
で
と
っ
て
い
る
。

　
十
月
二
十
一
日
現
在
の
大
会
申
し
込
み
セ
ン

タ
ー
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ビ
ル

マ
・
マ
ン
ダ
レ
ー
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ェ
、
イ
ギ

三
十
四
地
域

三
百
人
越
す

リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
香
港
仏
教
連
合

会
、
香
港
・
マ
カ
オ
、
イ
ン
ド
・
ト
リ
プ
ラ
、

イ
ン
ド
・
マ
ハ
ボ
テ
ィ
ア
ソ
カ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、

イ
ン
ド
・
ア
ッ
サ
ム
仏
教
会
、
韓
国
・
曹
渓
宗
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
シ
ッ
キ
ム
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

ス
エ
ー
デ
ン
・
ア
リ
ン
ガ
ス
、
ス
イ
ス
、
中
華

仏
教
居
士
会
、
タ
イ
、
ア
メ
リ
カ
．
ホ
ノ
ル
ル
、

米
国
仏
教
団
、
ソ
連
な
ど
三
十
四
地
域
セ
ン
タ

ー
、
参
加
希
望
者
数
は
三
百
名
を
こ
え
た
。
こ

の
他
に
も
非
公
式
に
参
加
を
予
定
し
て
い
る
と

の
連
絡
も
か
な
り
の
数
と
な
っ
て
い
る
。

プ
ー
ン
会
長
の
容
体

　
概
報
（
十
一
号
）
の
通
り
、
W
F
B
会
長
の

プ
ー
ン
・
ピ
ス
マ
イ
・
デ
ィ
ス
ク
ル
殿
下
は
、

脳
血
栓
の
た
め
入
院
加
療
中
で
す
。
本
部
か
ら

の
連
絡
に
よ
り
ま
す
と
、
プ
ー
ン
会
長
の
容
体

は
「
老
齢
の
た
め
回
復
は
仲
々
困
難
で
永
引
く

と
思
わ
れ
る
。
調
子
の
良
い
と
き
は
笑
顔
を
見
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せ
た
り
、
立
っ
た
り
し
ま
す
が
、
話
し
が
は
っ

き
り
し
な
い
時
が
と
き
ど
き
あ
り
ま
す
。
食
事

は
入
院
以
来
何
も
と
っ
て
お
ら
ず
、
ず
っ
と
リ

ン
ゲ
ル
注
入
を
し
て
お
り
ま
す
」
と
の
こ
と
で

W
F
B
本
部
で
は
、
病
気
が
回
復
さ
れ
て
も
再

び
会
長
の
席
に
つ
い
て
い
た
だ
く
こ
と
は
不
可

能
で
あ
り
、
名
誉
会
長
と
い
う
お
立
場
が
よ
い

の
で
は
な
い
か
と
い
う
配
慮
も
考
え
て
い
る
よ

う
で
す
。
一
日
も
早
く
回
復
さ
れ
ん
こ
と
を
祈

念
い
た
し
ま
す
。
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四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

　
六
つ
の
議
案
を
審
議

　
十
月
二
十
一
日
午
後
一
時
よ
り
、
高
知
市
内

の
「
筆
山
荘
」
に
お
い
て
、
昭
和
五
十
二
年
度

の
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
担
当
・
高
知
県
営
教

会
）
が
開
催
さ
れ
、
四
国
四
五
よ
り
十
三
名
、

全
日
仏
よ
り
隠
名
が
出
席
し
熱
心
な
討
議
が
な

さ
れ
た
。

　
会
議
は
、
三
帰
諺
文
唱
和
の
あ
と
竜
山
全
日

仏
組
織
局
長
挨
拶
、
議
長
に
横
山
玄
秀
師
（
高

知
）
を
選
出
し
て
議
事
に
入
っ
た
。

　
議
事
1
・
全
日
仏
埼
玉
大
会
報
告

　
県
仏
代
表
者
会
議
、
宗
派
代
表
者
会
議
、
大

会
決
議
事
項
、
次
期
閣
催
地
な
ど
を
報
告
。

　
議
事
2
　
W
F
B
活
動
状
況
報
告

　
活
動
状
況
に
つ
い
て
担
当
よ
り
報
告
の
あ
と

分
科
会
参
加
資
格
に
つ
い
て
、
諸
官
庁
へ
の
挨

拶
に
つ
い
て
、
一
般
参
加
者
に
つ
い
て
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
議
事
3
　
W
F
B
勧
募
依
頼
に
つ
い
て

　
こ
の
件
に
つ
い
て
は
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て

は
委
員
会
案
を
了
承
。
活
動
に
つ
い
て
は
各
県

仏
の
実
情
に
合
わ
せ
て
行
う
。
た
だ
四
県
が
あ

る
程
度
の
足
並
み
を
そ
ろ
え
る
意
向
で
あ
る
。

開
く

な
お
各
県
仏
よ
り
最
低
二
名
の
登
壇
委
員
の
推

薦
を
依
頼
し
た
。

　
議
事
4
　
地
方
大
会
開
催
に
つ
い
て

　
四
国
四
賜
い
ず
れ
か
で
開
催
す
る
方
向
で
徳

島
県
仏
が
中
心
と
な
っ
て
協
議
す
る
。
こ
の
件

で
来
年
度
は
早
々
に
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
を
開
く
予

定
で
あ
る
。

　
議
事
5
　
各
県
仏
活
動
報
告

　
講
演
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
全
体
と
し

て
は
県
仏
活
動
は
低
調
、
た
だ
地
区
仏
教
会
の

活
動
は
、
日
常
生
活
に
基
づ
い
た
も
の
で
積
極

的
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。

　
議
事
6
　
そ
の
他

　
次
期
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
開
催
地
に
つ
い
て

話
し
合
い
、
五
十
三
年
は
徳
島
県
仏
担
当
、
五

十
四
年
に
愛
媛
県
仏
担
当
と
決
定
し
た
。
時
期

に
つ
い
て
は
担
当
に
一
任
す
る
。

　
　
出
席
者
（
順
不
敬
略
）

（
高
知
）
横
山
玄
秀
、
島
田
信
保
、
大
久
保
正

勝
、
洞
野
道
俊
、
池
田
宗
石
、
小
島
賢
之
、
早

瀬
源
慶
　
　
（
香
川
）
松
下
教
道
、
逢
坂
恵
勝
、

佐
々
木
義
諒
　
（
愛
媛
）
五
葉
正
道
、
小
野
田

章
神
　
　
（
徳
島
）
金
田
義
幸
　
　
（
全
仏
）
竜
山

哲
成
、
市
橋
俊
昭
、
滝
真
澄

近
畿
で
も
プ
ロ
ッ
グ
会
議

W
F
B
大
会
勧
募
目
標
な
ど
討
議

　
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
は
、
京
都
府
仏
教
会
の

担
当
で
、
十
一
月
二
十
一
日
午
後
二
時
よ
り
京

都
和
順
会
館
に
お
い
て
、
開
催
さ
れ
た
。

　
西
口
公
教
大
阪
府
仏
教
会
々
長
の
導
師
で
三

帰
依
文
を
唱
和
し
、
佐
藤
覚
雄
師
（
兵
庫
県
仏

会
長
）
を
座
長
に
選
び
、
議
事
に
入
っ
た
。

　
今
回
は
、
特
に
明
年
施
行
の
第
十
二
回
W
F

B
日
本
大
会
勧
幕
に
関
し
て
、
西
日
本
の
意
向

を
徴
す
る
た
め
、
近
畿
プ
ロ
ヅ
ク
の
外
に
、
岡

山
、
島
根
、
福
岡
各
県
仏
、
W
F
B
実
行
委
員

会
勧
募
第
三
部
門
委
員
会
、
全
盲
関
西
事
務
局

も
加
わ
り
、
意
見
の
交
換
を
行
っ
た
。

　
提
示
さ
れ
た
議
題
は
、

　
一
、
第
二
十
五
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
埼
玉

　
　
　
大
会
に
つ
い
て

　
二
、
各
府
県
仏
活
動
報
告

　
三
、
第
十
二
回
世
界
仏
教
徒
会
議
日
本
大
会

　
　
　
に
つ
い
て

で
あ
る
。

　
第
一
に
つ
い
て
は
、
全
仏
組
織
局
長
、
竜
山
哲

成
よ
り
、
報
告
と
感
謝
の
言
葉
が
の
べ
ら
れ
、

各
府
県
仏
か
ら
は
、
決
議
の
実
行
を
促
す
る
旨

の
要
望
が
出
さ
れ
た
。

　
第
二
に
つ
い
て
は
、
各
府
県
仏
の
活
動
に
独

自
性
が
う
か
が
わ
れ
、
地
域
に
密
着
し
た
運
動

が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
発
表
が
あ
っ
た
。

．
第
三
に
つ
い
て
は
、
勧
募
委
員
会
の
了
承
事

項
で
あ
る
西
日
本
の
一
般
寺
院
の
勧
募
に
つ
い

て
、
「
各
府
県
仏
会
員
数
の
按
分
比
例
と
す
る
」

案
の
各
府
県
仏
の
了
解
を
求
め
、
決
さ
れ
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
各
府
県
仏
の
勧
募
目
標
額
が

設
定
さ
れ
た
。

　
又
西
日
本
の
特
別
寺
院
の
一
覧
表
作
成
は
、

勧
募
第
三
委
員
長
小
林
忍
戒
師
と
事
務
局
が
協

議
立
案
し
、
各
府
県
仏
の
協
力
を
得
て
決
め
る

こ
と
で
了
解
さ
れ
た
。

（
出
席
者
）
京
都
府
仏
一
小
林
忍
戒
・
宮
城
泰

阜
、
大
阪
府
仏
一
コ
口
公
教
・
川
口
良
信
、
兵

庫
県
仏
一
佐
藤
覚
雄
、
和
歌
山
県
仏
一
画
田
泰

道
・
徳
円
武
雄
・
中
村
真
淵
、
滋
賀
県
仏
工
清

水
浩
成
、
島
根
県
仏
一
米
田
淳
雄

　
全
日
仏
婦
川
崎
大
会

　
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
（
大
谷
智
子
会
長
）

の
第
二
十
四
回
全
日
仏
婦
川
崎
大
師
大
会
が
、

十
一
月
十
八
日
午
前
十
時
よ
り
、
開
創
八
百
五

十
年
で
賑
う
川
崎
大
師
平
間
寺
で
、
会
員
多
数

が
参
加
し
開
催
さ
れ
た
。

　
ま
ず
本
堂
で
記
念
法
要
（
安
全
祈
願
）
が
、

高
橋
隆
天
馬
寺
貫
首
大
導
師
の
も
と
に
厳
修
さ

れ
た
あ
と
、
全
日
仏
婦
・
一
条
智
光
副
会
長
の

法
話
が
あ
っ
た
。
第
二
部
の
祝
宴
は
信
徒
会
館

に
会
場
を
移
し
、
主
催
者
を
代
表
し
て
山
本
杉

理
事
長
が
挨
拶
し
た
。
つ
づ
い
て
全
日
仏
婦
の

繁
栄
を
祈
念
し
て
乾
杯
が
お
こ
な
わ
れ
た
あ
と

来
賓
各
位
よ
り
の
祝
辞
が
あ
り
、
第
三
部
で
記

念
講
演
、
総
会
が
あ
っ
て
閉
会
し
た
。
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阪華墨薮会「奪アンケ悪臣

開放に賛成が9割

　
地
震
・
水
害
・
事
故
な
ど
の
災
害
時
に
寺
院

が
避
難
所
や
遺
体
安
置
所
と
な
っ
た
事
例
を
新

聞
等
で
み
る
が
大
阪
府
仏
教
会
（
西
口
公
教
会

長
）
で
は
、
こ
れ
ら
非
常
災
害
時
に
お
い
て
寺

院
を
開
放
し
よ
う
と
い
う
間
題
に
つ
い
て
熱
心

に
研
究
し
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
そ
の
一
案
と
し
て
、
先
頃
開
催
さ
れ
た
「
第

十
五
回
大
阪
府
仏
教
徒
会
議
」
に
お
い
て
、
参

加
寺
院
儒
職
に
、
「
本
会
議
の
“
地
域
社
会
に

奉
仕
し
よ
う
”
と
い
う
テ
ー
マ
の
中
、
非
常
災

害
時
の
寺
院
開
放
と
い
う
問
題
に
し
ぼ
っ
て
会

員
各
位
の
書
卓
の
な
い
む
意
見
を
得
て
そ
の
運

営
に
資
す
る
た
め
に
行
な
う
も
の
で
す
」
と
の

主
旨
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
な
っ
た
。

（
1
）
非
常
災
害
時
に
「
寺
院
を
開
放
す
る
と

い
う
こ
と
」
に
つ
い
て
あ
な
た
は
賛
成
し
ま
す

か
。
ω
す
る
％
　
＠
し
な
い
3
　
の
わ
か
ら
な

い
5（
2
）
寺
院
を
避
難
所
と
し
て
開
放
さ
れ
ま
す

か
。
ω
す
る
8
6
　
㈲
し
な
い
5
　
の
わ
か
ら
な

い
1
2
（
3
）
万
一
牲
犠
者
が
あ
っ
た
場
合
、
遺
体
安

置
所
と
し
て
あ
な
た
の
寺
院
を
開
放
さ
れ
ま
す

か
。
ω
す
る
8
5
　
㈲
し
な
い
3
　
の
わ
か
ら
な

い
1
2
（
4
）
大
阪
府
防
災
課
等
よ
り
要
請
が
あ
っ
た

場
合
あ
な
た
の
寺
院
が
「
非
常
災
害
対
策
協
力

寺
院
」
と
な
ら
れ
ま
す
か
。
㈲
な
る
8
0
　
㈲
な

ら
な
い
5
　
の
わ
か
ら
な
い
1
5
　
（
数
字
は
パ

ー
セ
ン
ト
）

　
以
上
の
よ
う
な
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
み
る
と

こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
関
心
度
も
高
く
、
寺
院

開
放
に
つ
い
て
は
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し
た
寺

院
の
九
十
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
が
賛
成
し
、
そ
の
他

の
質
問
で
も
寺
院
開
放
に
つ
い
て
八
十
パ
ー
セ

ン
ト
以
上
の
賛
成
を
得
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ

れ
る
。
も
ち
ろ
ん
す
ぐ
ど
う
す
る
と
い
う
こ
と

で
な
く
、
大
阪
府
仏
と
し
て
は
こ
れ
ら
の
結
果

を
も
と
に
、
よ
り
一
層
の
研
究
を
重
ね
、
府
や

市
と
も
充
分
な
話
し
合
い
を
し
て
い
く
も
の
と

思
わ
れ
る
が
、
仏
教
会
の
意
欲
的
な
姿
勢
と
そ

の
活
動
に
期
待
し
た
い
。

非
常
災
害
時
に
お
け
る

「
寺
院
開
放
」
に
つ
い
て

大
阪
府
仏
教
会
長
西

　
大
阪
府
に
於
て
は
、
公
害
防
止
、
自
然
環
境

の
保
全
、
交
通
事
故
の
防
止
等
々
に
つ
い
て
は

大
阪
府
災
害
応
急
対
策
実
施
要
領
や
防
災
会
議

等
に
於
て
万
全
の
対
策
を
構
じ
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
、
通
信
連
絡
、
水
防

避
難
、
救
出
、
消
防
、
食
料
確
保
、
医
師
、
医

薬
、
病
院
、
日
赤
奉
仕
団
の
活
動
等
、
人
命
の

救
助
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
る
の
は
当
然
の
事

で
は
あ
り
ま
す
が
、
全
て
の
人
々
が
救
出
さ
れ

る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
望
ま
な
い
こ
と
で
は
あ

口

気

教

り
ま
す
が
、
万
一
不
幸
死
亡
等
最
悪
の
事
態
に

つ
い
て
の
対
策
に
は
少
し
も
触
れ
ら
れ
て
は
い

ま
せ
ん
。

　
こ
の
事
に
つ
い
て
は
数
年
前
、
日
赤
連
合
団

長
当
時
大
阪
市
当
局
に
も
申
し
入
れ
ば
致
し
ま

し
た
が
、
災
害
対
策
は
あ
く
ま
で
も
救
出
が
重

点
で
あ
る
と
の
事
で
し
た
。

　
東
海
地
方
の
如
く
、
地
震
に
つ
い
て
は
不
安

は
な
い
と
し
て
も
、
先
般
の
K
L
M
オ
ラ
ン
ダ

航
空
と
P
A
N
ア
メ
リ
カ
航
空
の
ジ
ェ
ヅ
ト
機

が
カ
ナ
リ
ア
島
空
港
で
の
衝
突
事
故
に
よ
り
乗

客
五
百
数
十
名
が
死
亡
し
ま
し
た
。

　
若
し
大
阪
の
よ
う
な
大
都
市
で
か
か
る
事
故

が
起
っ
た
と
す
れ
ば
、
数
百
戸
の
人
家
と
計
り

知
れ
な
い
多
く
の
犠
牲
者
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
又
新
幹
線
は
大
阪
の
北
辺
を
縦
貫
し
て
い
ま

す
。
い
つ
ど
こ
で
不
慮
の
災
害
が
起
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
拡
張
さ
れ
た
地
下
街
等
、
既
に
天
六
地
下
鉄

工
事
現
場
の
ガ
ス
爆
発
事
故
や
千
日
デ
パ
ー
ト

の
惨
事
等
過
密
都
市
の
災
害
に
は
計
り
知
れ
な

い
大
事
故
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
際
の
救
急

作
業
は
勿
論
万
全
を
期
し
て
そ
の
対
策
は
考
え

ら
れ
て
は
い
ま
す
が
、
万
一
不
幸
死
に
至
ら
し

め
る
惨
事
の
場
合
病
院
は
一
刻
も
早
く
遺
体
の

引
取
を
要
求
し
、
そ
の
処
置
に
つ
い
て
は
警
察

も
遺
族
も
困
る
事
が
多
々
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
場
合
に
於
け
る
、
遺
体
の
販
扱
い

（
安
置
）
に
つ
い
て
大
阪
府
仏
教
会
は
大
き
な

関
心
を
も
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
未
だ
か
つ
て

学
校
や
神
社
や
教
会
に
遺
体
を
安
置
し
た
事
は

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　
大
阪
府
仏
教
会
で
は
、
昭
和
五
十
一
年
度
仏

教
徒
会
議
の
時
、
こ
う
し
た
非
常
災
害
時
に
於

け
る
事
態
に
処
し
、
寺
院
の
開
放
、
受
入
れ
可

能
か
に
つ
い
て
不
作
為
に
二
五
〇
ケ
寺
に
つ
い

て
調
査
の
結
果
、
六
〇
％
は
開
放
す
る
と
の
回

答
を
得
ま
し
た
の
で
、
府
下
全
域
に
借
り
、
二

七
〇
〇
ケ
寺
の
会
員
に
対
し
、
地
区
仏
教
会
を

通
じ
て

　
一
、
受
入
れ
の
可
否

　
一
、
収
容
人
員

　
一
、
設
備
の
有
無
　
　
等

に
つ
い
て
具
体
的
調
査
を
致
し
地
区
仏
教
皆
野

4剛
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に
整
理
し
た
い
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

結
果
、
府
下
各
市
区
町
村
役
場
、
警
察
署
、
消

防
署
に
受
入
れ
可
能
の
寺
院
名
、
管
理
責
任
者

所
在
地
、
電
話
番
号
、
収
容
人
員
等
を
記
載
し

た
「
非
常
災
害
対
策
開
放
寺
院
名
簿
」
（
仮
称
）

を
発
行
す
る
と
共
に
、
「
開
放
協
力
寺
院
」
に

は
「
非
常
災
害
対
策
協
力
寺
院
」
の
「
銘
柄
標

識
」
を
掲
示
し
て
そ
の
認
識
を
深
め
た
い
考
で

あ
り
ま
す
。

　
勿
論
こ
の
運
動
を
実
施
す
る
た
め
に
は
綿
密

な
研
究
の
も
と
に
対
策
要
項
等
の
規
程
案
を
作

り
府
仏
本
部
役
員
会
、
理
事
総
会
で
の
慎
重
な

審
議
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
言
を
ま

た
な
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
府

当
局
防
災
課
等
と
も
よ
く
連
絡
を
保
ち
、
あ
る

程
度
可
能
な
開
放
寺
院
に
対
す
る
物
心
両
面
の

助
成
等
の
裏
付
け
を
得
な
け
れ
ば
そ
の
効
果
を

得
る
こ
と
が
む
ず
か
し
い
と
考
え
る
次
第
で
あ

り
ま
す
。

　
要
す
る
に
、
今
年
度
仏
教
徒
会
議
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
挨
拶
に
も
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
全
一
仏

教
運
動
の
一
環
で
も
あ
り
又
宗
教
法
人
法
に
則

し
た
寺
院
で
も
あ
る
我
々
府
仏
教
会
の
事
業
と

し
て
「
地
域
社
会
に
奉
仕
し
よ
う
」
と
い
う
運

動
展
開
の
一
つ
と
し
て
、
最
も
時
を
得
た
闇
題

と
し
て
真
剣
に
考
え
真
面
目
に
翻
り
組
み
可
能

な
範
囲
で
着
々
実
行
に
移
し
て
ゆ
き
た
い
も
の

と
思
い
ま
す
。

　
理
想
論
で
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
こ
の
こ

と
が
ひ
い
て
は
広
く
全
国
仏
教
会
へ
の
呼
び
か

け
と
も
な
っ
て
全
国
運
動
に
展
開
し
国
民
福
祉

社
会
問
題
に
一
石
を
投
ず
る
こ
と
を
念
じ
て
や

み
ま
せ
ん
。

国
際
専
門
委
員
会
開
く

日
華
親
善
促
進
会

の
件
な
ど
議
題
に

　
国
際
専
門
委
員
会
（
柳
了
堅
委
員
長
）
．
は
、

十
一
月
十
四
日
午
後
一
時
半
よ
り
、
全
日
仏
会

議
室
で
開
催
さ
れ
、
柳
委
員
長
挨
拶
の
あ
と
、

次
の
議
事
に
つ
い
て
討
議
が
な
さ
れ
た
。

　
一
、
日
華
仏
教
親
善
促
進
会
の
件

　
二
、
第
十
二
回
W
F
B
日
本
大
会
の
件

　
①
に
つ
い
て
は
柳
委
員
長
よ
り
、
現
在
あ
る

「
日
華
親
善
仏
教
関
係
促
進
会
」
　
（
丹
羽
廉
芳

会
長
）
が
発
足
し
た
い
き
さ
つ
か
ら
現
在
ま
で

の
経
緯
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
更
に
促
進
会

が
、
台
湾
側
の
意
向
と
し
て
、
た
だ
単
に
旅
行

を
通
じ
て
の
み
の
交
流
に
と
ど
ま
ら
ず
、
充
実

し
た
内
容
に
よ
る
交
流
が
望
ま
れ
て
い
る
の
で

上
提
さ
れ
た
と
述
べ
た
あ
と
、
事
務
局
よ
り
補

足
説
明
と
し
て
、
雑
誌
「
宗
教
界
－
五
十
二
年

晩
秋
号
2
2
、
％
ペ
ー
ジ
」
記
載
の
“
全
日
仏
と

日
中
仏
教
促
進
会
が
提
携
云
々
”
の
記
事
に
つ

い
て
は
、
事
実
で
な
く
訂
正
記
事
記
載
方
を
、

高
杉
同
社
主
に
申
し
出
た
旨
報
告
が
あ
っ
た
。

　
中
華
民
国
仏
教
会
と
全
日
仏
と
の
関
係
に
つ

い
て
は
、
従
来
か
ら
中
華
人
民
共
和
国
仏
教
協

会
と
の
間
に
あ
っ
て
難
し
い
問
題
が
あ
り
、
全

日
仏
と
し
て
は
苦
慮
し
て
い
る
と
説
明
さ
れ
、

各
委
員
よ
り
種
々
意
見
の
開
陳
が
な
さ
れ
、
全

日
仏
と
し
て
の
基
本
的
態
度
と
し
て
、
政
治
を

超
え
た
立
場
を
堅
持
す
べ
く
、
あ
る
種
の
「
憲

法
」
を
作
り
出
す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
も
だ

さ
れ
た
。
結
論
と
し
て
「
全
日
仏
の
友
好
的
外

郭
団
体
と
し
て
組
織
さ
れ
る
こ
と
が
の
ぞ
ま
し

い
。
全
日
仏
役
員
は
、
そ
の
団
体
役
員
に
役
務

就
任
が
良
い
と
思
う
し
、
ま
た
そ
の
団
体
の
個

々
の
委
員
は
、
そ
の
団
体
の
目
的
達
成
に
尽
力

す
る
し
と
い
う
答
申
を
得
た
。

　
②
に
つ
い
て
は
、
事
務
局
よ
り
現
在
ま
で
の

経
過
説
明
が
な
さ
れ
、
若
干
の
質
疑
が
あ
っ
て

す
べ
て
了
承
さ
れ
た
。
　
【
出
席
者
】
早
書
堅
、

新
美
孝
道
、
古
宇
田
亮
文
、
長
田
順
海
、
織
内

七
郎
、
西
村
輝
成

世
界
宗
教
代
表
者
会
議

妙
成
寺
大
会
開
く

　
世
界
連
邦
日
本
宗
教
委
員
会
（
松
村
菅
和
理

事
長
）
、
世
界
連
邦
日
本
仏
教
徒
協
議
会
（
新

間
信
雄
理
事
長
）
、
ロ
］
蓮
宗
本
山
嵩
置
寺
（
藤

井
教
雄
貫
首
）
の
主
催
に
よ
る
世
界
連
邦
宗
教

代
表
者
会
議
妙
成
寺
大
会
は
、
十
一
月
十
～
十

一
日
中
両
日
、
石
川
県
羽
咋
市
の
妙
成
寺
と
国

立
能
登
青
年
の
家
に
五
百
名
誉
が
参
加
し
て
開

催
さ
れ
た
。

　
一
日
目
は
七
堂
伽
藍
が
重
要
文
化
財
で
あ
る

二
成
寺
本
堂
に
お
い
て
望
月
日
滋
大
会
長
（
日

蓮
宗
管
長
）
の
大
導
師
で
法
要
が
執
行
さ
れ
た

あ
と
、
理
事
長
な
ど
が
挨
拶
し
開
会
式
典
を
終

え
た
。
つ
づ
い
て
婦
人
集
会
と
宗
教
代
表
者
会

議
が
同
寺
で
行
な
わ
れ
「
ベ
ト
ナ
ム
難
民
救
済

へ
の
提
言
」
な
ど
が
あ
っ
た
。
記
念
講
演
は
羽

咋
市
文
化
会
館
で
行
な
わ
れ
法
眼
晋
作
氏
（
国

際
協
力
事
業
団
総
裁
）
、
磯
村
英
一
氏
（
東
洋

大
学
長
）
が
講
演
し
た
。
翌
日
は
国
立
能
登
青

年
の
家
に
会
場
を
移
し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
五

つ
の
分
科
会
に
分
れ
討
議
さ
れ
た
。

I
R
P
C
会
議

リ
ス
ボ
ン
で
開
か
る

　
仏
教
、
ユ
ダ
ヤ
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ

ム
教
の
四
宗
教
の
代
表
三
十
二
名
が
、
リ
ス
ボ

ン
の
郊
外
カ
ス
カ
イ
ス
の
海
岸
に
あ
る
砦
跡
の

ホ
テ
ル
に
集
ま
り
、
「
新
国
際
経
済
秩
序
と
世

界
の
宗
教
」
を
議
題
に
十
一
月
七
日
か
ら
十
一

日
ま
で
討
論
会
が
開
か
れ
た
。

　
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
ワ
シ
ン
ト
ン
市
に
本
部

を
も
つ
I
R
P
C
（
宗
教
間
平
和
対
話
会
）
の

主
催
で
行
な
わ
れ
、
仏
教
か
ら
は
全
仏
の
石
川

恒
彦
国
際
主
事
と
ス
リ
ラ
ン
カ
の
へ
ー
ワ
ゲ
教

授
が
招
か
れ
出
席
し
た
。

　
新
国
際
経
済
秩
序
と
は
第
二
次
大
戦
後
の
ア

メ
リ
カ
を
中
心
と
し
た
世
界
経
済
体
制
、
先
進

国
に
圧
倒
的
に
有
利
な
体
制
を
、
關
発
途
上
国

の
要
求
に
よ
り
、
南
北
の
格
差
を
無
く
し
、
平

等
の
機
会
を
も
た
ら
す
よ
う
な
新
し
い
秩
序
の

こ
と
で
、
近
年
論
議
が
盛
ん
と
な
り
、
昨
年
の

ア
ジ
ア
宗
教
者
平
和
会
議
で
も
議
題
の
一
つ
と

な
っ
て
い
た
、

　
討
論
会
で
は
多
く
の
こ
と
が
議
論
さ
れ
た
が

宗
教
者
の
新
経
済
秩
序
へ
の
か
か
わ
り
と
い
う

点
で
は
、
人
間
の
尊
厳
と
い
う
こ
と
が
主
題
と

な
り
、
現
在
の
よ
う
な
秩
序
の
も
と
で
は
、
途

上
国
の
人
間
は
、
人
間
と
し
て
の
可
能
性
を
開

花
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
い
う
こ
と
に
意

見
が
一
致
し
た
。
と
く
に
ア
フ
リ
カ
か
ら
の
代

表
が
、
ロ
ー
デ
シ
ア
や
南
ア
フ
リ
カ
の
状
況
を

ふ
ま
え
て
、
新
国
際
経
済
秩
序
の
要
求
は
ア
フ

リ
カ
人
の
人
間
で
あ
る
こ
と
の
要
求
そ
の
も
の

で
あ
る
と
の
発
言
は
感
銘
を
与
え
た
。
（
1
）
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曙
’
養
＝
ξ
≧
一
一
二
一
7
』
≡
；
』
一
≡
≧
「
き
＝
、
一
騨
」
≡
．
一
≦
養
・
・
ζ
旨
≡
駒
5
」
一
≡
・
』
脚
・
妻
＝
．
’
ζ
≡
｛
の
閏
・
』
毒
．
一
・
き
≡
b
4
「
・
≡
唱
．
3
・
§
一
罵
鐸
二
≡
零
一
一
・
差
脚
「
4
脚
・
き
≡
も
縄
脚
・
、
塁
Σ
二
姜
、
’
陶
『
、
≡
署
．
」
響
』
遷
の
創
ワ
『
隔
≡
9
嗣
脚
．
、
≡
冒
．
劇
一
．
≡
≡
、
’
菰

胴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
化
協
会
会
長
、
日
本
宗
教
学
会
常
任
理
事
、
　
…

中
村
元
氏
に
文
化
勲
章

氏村中

　
昭
和
五
十
二
年
度
の
文
化
勲
章
罪
質
老
に

応
用
化
学
の
桜
田
一
郎
氏
、
細
胞
生
理
化
学

の
田
宮
博
氏
、
日
本
画
の
山
本
正
義
氏
と
共

に
、
元
全
日
仏
副
会
長
で
イ
ン
ド
哲
学
・
仏

教
学
の
中
村
元
氏
（
東
大
名
誉
教
授
）
と
寺

丹
羽
文
雄
氏
も

院
出
身
で
小
説
の
丹
羽
文
雄
氏
（
日
本
芸
術

会
員
）
が
選
ば
れ
、
十
一
月
三
日
皇
居
に
て

伝
達
式
が
行
わ
れ
た
。

　
今
回
の
葛
煮
者
は
い
ず
れ
も
世
界
的
に
そ

の
道
で
著
名
な
研
究
者
で
あ
り
、
中
村
下
魚

は
イ
ン
ド
学
、
仏
教
学
界
を
代
表
す
る
学
者

と
し
て
高
い
評
価
を
得
、
現
在
は
む
自
身
で

創
設
し
た
東
方
硬
究
会
理
事
長
の
他
、
日
羽

哲
学
会
理
事
、
仏
教
社
会
福
祉
学
会
顕
問
、
日

本
印
度
哲
学
会
評
議
員
な
ど
の
職
に
あ
り
、

学
士
院
恩
賜
賞
、
東
大
名
誉
教
授
、
仏
教
伝

道
文
化
賞
な
ど
の
栄
誉
を
受
け
て
い
る
。
著

書
に
は
「
イ
ン
ド
哲
学
思
想
」
・
「
中
村
元

選
集
」
、
　
「
仏
教
語
大
三
曲
C
の
大
著
が
あ

る
。　
ま
た
文
壇
の
長
老
で
あ
る
丹
羽
文
雄
氏
は

真
宗
高
田
派
の
O
寺
院
（
三
重
県
）
の
出
身

で
作
品
に
は
仏
教
的
モ
チ
ー
フ
と
今
日
の
世

相
を
リ
ア
ル
に
描
い
た
「
親
鶯
」
・
「
蓮
如
」

な
ど
の
長
編
小
説
や
、
　
「
蛇
と
鳩
」
・
「
厭

が
ら
せ
の
年
齢
」
な
ど
が
あ
る
。
野
間
文
芸

賞
、
菊
池
寛
賞
な
ど
を
受
賞
。

訓
曇
噸
・
｛
≡
；
』
属
隔
冒
．
［
二
＝
＝
｝
「
へ
3
≡
．
ぎ
≡
韓
、
・
ぞ
≡
＝
－
ξ
＝
≡
隔
卿
茗
≡
－
’
＝
≡
噛
ロ
ぎ
≡
号
の
F
塗
電
量
ぎ
≡
＝
9
5
・
・
≡
『
β
『
≧
唱
璽
ε
昌
≡
舳
ρ
7
』
≡
口
ε
・
」
茎
、
9
三
≡
『
’
7
日
目
■
＝
隔
∂
口
『
き
≡
－
’
一
．
」
≡
陶
“
調
「
き
量
8
傅
ζ
塁
｝
，
，
二
≡
．
5
・
套
噌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
秋
晴
れ
の
十
月
十
二
日
午
前
十
一
時
よ
り

　　

?
闡
蜴
t
開
創
八
百
五
十
年
祭
　
　
　
　
同
実
伝
法
堂
に
お
い
て
宗
門
・
真
言
各
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
管
長
役
員
・
檀
信
徒
な
ど
関
係
各
位
多
数
が
参

　
川
崎
大
師
平
間
寺
で
は
開
創
八
百
五
十
年
の

佳
賀
を
迎
え
（
大
治
三
年
「
一
一
二
八
年
－
開

創
）
、
十
一
月
中
を
奉
祝
月
間
と
し
、
十
一
月

一
日
よ
り
五
日
差
で
「
開
創
八
百
五
十
年
慶
讃

法
要
」
を
盛
大
に
厳
修
、
連
日
参
詣
人
で
賑
わ

っ
た
。

　
一
日
は
開
創
八
百
五
十
年
慶
讃
奉
告
開
白
大

法
要
が
、
午
前
十
一
時
よ
り
高
橋
隆
天
貫
首
の

大
導
師
で
奉
修
さ
れ
、
好
天
の
境
内
は
お
練
行

列
を
見
よ
う
と
す
る
信
者
で
大
変
な
賑
わ
い
と

な
っ
た
。
午
後
か
ら
は
開
創
八
百
五
十
年
の
記

念
事
業
と
し
て
建
立
さ
れ
た
大
山
門
の
四
天
王

開
眼
法
要
と
扁
額
除
幕
式
が
、
特
請
大
導
師
・

鷲
尾
隆
輝
狙
下
（
東
寺
真
言
宗
管
長
）
の
も
と

に
奉
修
さ
れ
た
。

　
二
日
置
、
お
練
行
列
が
仲
見
甦
を
通
っ
て
大

山
門
に
到
着
、
高
橋
貫
首
大
導
師
の
も
と
に
高

さ
十
八
・
三
メ
ー
ト
ル
、
間
口
十
八
メ
ー
ト
ル

の
新
大
山
門
落
成
慶
讃
法
要
が
営
な
ま
れ
、
次

い
で
大
本
堂
に
て
奉
告
法
要
が
修
行
さ
れ
た
。

　
以
後
五
日
ま
で
、
中
回
向
大
曼
茶
羅
供
法
要

や
む
詠
歌
奉
詠
大
会
、
歴
代
々
先
師
法
要
、
大

般
若
転
読
大
工
会
な
ど
が
修
行
さ
れ
、
結
願
大

法
要
を
も
っ
て
盛
儀
を
終
了
し
た
。

蹄慢

?
ｾ
加
藤
管
長
晋
山

　
新
義
真
言
宗
第
三
世
管
長
、
総
本
山
根
来
寺

第
三
十
七
世
座
主
・
加
藤
墨
壷
睨
下
の
晋
山
式

～6量巳量レ曹1魯‘11111’竃lbげ1111IJ璽1融・‘犀重塞1，咀1騒r‘11115’賜15‘1111，・Ob‘‘15111，・馳脚‘■IIIE9璽馳。‘lll重1，曙1、‘1重1重1，覧亀馳‘

列
し
て
執
行
さ
れ
た
。
法
楽
・
尊
供
に
つ
づ
き

新
座
主
が
表
白
文
を
奉
読
、
下
平
宗
務
総
長
が

祝
詞
を
述
べ
た
あ
と
各
山
代
表
、
宗
内
代
表
、

和
歌
山
県
知
事
な
ど
の
祝
辞
が
あ
っ
て
式
を
お

え
た
。繭
継
諏
小
田
門
跡
の
晋
山

　
真
言
宗
御
室
派
総
本
山
仁
和
寺
第
四
十
二
世

小
田
慈
舟
門
跡
の
晋
山
式
は
、
十
月
十
八
日
午

前
十
一
時
よ
り
、
生
山
金
堂
で
伝
統
に
従
っ
て

厳
修
さ
れ
た
。
当
日
は
真
言
各
山
管
長
等
の
参

列
す
る
な
か
、
新
門
跡
は
敬
白
文
を
奉
上
、
つ

づ
い
て
真
言
鴬
町
代
表
、
宗
門
代
表
、
京
都
府

知
事
な
ど
が
祝
辞
を
述
べ
、
立
部
宗
務
総
長
の

謝
辞
で
式
を
お
え
た
。

日
韓
、
凶
日
仏
教
交
流

協
議
会
の
合
同
発
会
式

ソ
ウ
ル
で
盛
大
に

　
日
韓
仏
教
交
流
協
議
会
（
麻
布
照
海
会
長
）

と
白
日
仏
教
交
流
協
議
会
（
灘
南
釆
会
長
）
の

合
同
発
会
式
が
、
十
月
十
四
日
午
後
二
時
よ
り

韓
国
の
ソ
ウ
ル
市
で
日
韓
そ
れ
ぞ
れ
の
協
議
会

代
表
・
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
多
数
が
出
席
し
て
盛
大

に
開
催
さ
れ
た
。

　
合
同
発
会
式
は
半
島
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
大
会

議
場
で
開
か
れ
、
李
南
釆
会
長
、
麻
布
照
海
会

長
の
あ
い
さ
つ
に
つ
づ
い
て
、
日
韓
両
国
協
議

会
の
李
野
郎
常
務
理
事
と
田
中
香
浦
理
事
長

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仏
教
交
流
協
議
会
の
経
過
を

報
告
し
た
。
こ
の
あ
と
韓
日
協
議
会
の
李
西
翁

総
裁
の
法
語
、
来
賓
か
ら
の
祝
辞
な
ど
が
あ
っ

て
閉
式
し
た
。

　
翌
日
は
記
念
学
術
大
講
演
会
が
同
所
で
開
か

れ
、
元
東
国
大
総
長
・
趙
明
基
博
士
と
東
大
名

誉
教
授
・
中
村
元
博
士
が
記
念
講
演
を
し
、
東

洋
大
・
金
岡
教
授
、
相
工
大
・
佐
伯
教
授
な
ど

が
意
見
発
表
を
し
た
。
つ
づ
い
て
日
韓
、
韓
日

両
協
議
会
名
で
「
日
韓
仏
教
の
親
善
交
流
の
促

進
。
精
神
の
尊
厳
を
否
定
す
る
思
想
と
行
動
に

対
し
積
極
的
に
対
応
す
る
。
仏
教
の
学
術
文
化

の
交
流
を
推
進
し
両
国
留
学
生
の
相
互
派
遣
を

す
る
。
」
な
ど
の
共
同
声
明
を
発
表
し
て
合
同

発
会
式
の
行
事
を
終
え
た
。
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前畑

ｧ
教
伝
道
協
会

　
　
財
団
法
人
設
立
発
願
者
沼
田
恵
範
氏
の

　
　
夢
ふ
く
ら
む

　
多
く
の
人
び
と
に
仏
教
へ
の
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
こ
う
と
す
る
仏
教
聖
典
寄
贈
運
動

は
、
発
願
者
沼
田
恵
範
氏
に
よ
る
財
団
法
人

仏
教
伝
道
協
会
が
、
全
国
主
要
ホ
テ
ル
と
協

力
し
て
ホ
テ
ル
客
室
に
仏
教
聖
典
を
常
備
す

　
　
　
　
　
　
　
　
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
ら

榊
灘
…
…

加盟団体紹介

れ
た
。

　
現
在
、
国
内
ホ
テ
ル

さ
れ
て
い
る
さ
ま
を
外
国
留
学
中
の
若
い
頃

実
際
に
見
聞
し
、
仏
教
も
ま
た
同
じ
よ
う
な

方
法
で
世
界
の
多
く
の
人
び
と
に
理
解
さ
れ

る
こ
と
を
心
か
ら
の
ぞ
ん
だ
。
沼
田
氏
の
夢

は
大
き
く
ふ
く
ら
ん
だ
。
男
一
生
の
仕
事
と

し
て
世
界
中
に
仏
教
聖
典
を
頒
布
し
世
界
の

人
び
と
に
仏
教
の
真
実
に
触
れ
て
も
ら
お
う

と
。　
　
仏
教
聖
典
の
寄
贈
の
輪
ひ
ろ
が
る

　
大
き
く
ふ
く
ら
ん
だ
夢
を
実
現
す
る
た
め

に
は
資
力
が
な
く
て
は
何
も
出
来
な
い
と
思

い
、
帰
国
し
て
一
旦
は
官
界
に
身
を
置
い
た

氏
は
4
0
才
で
独
立
し
独
力
で
株
式
会
社
三
豊

仏
教
聖
典
を
世
界
の
人
に

び
起
こ
し
た
。
中
で
も
、
ホ
テ
ル
客
室
に
常

備
さ
れ
て
い
る
聖
典
を
手
に
し
た
旅
行
者
か

ら
は
仏
教
に
触
れ
た
新
鮮
な
驚
き
、
よ
ろ
こ

び
、
感
激
等
が
協
会
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
各
方
面
か
ら
の
反
響
と
共
に
寄
せ
ら
れ
た

多
く
の
要
望
を
う
け
と
め
、
協
会
創
立
1
0
周

忌
を
記
念
し
て
作
成
し
た
和
英
対
照
版
の
完

成
を
機
に
国
内
ホ
テ
ル
へ
の
寄
贈
運
動
に
加

え
て
全
国
の
学
校
、
図
書
館
、
更
生
施
設
等

の
公
共
的
な
機
関
に
仏
教
聖
典
を
常
置
す
る

た
め
寄
贈

の
範
囲
を

拡
大
し
て

ホ
テ
ル
客
室
へ
の
常
備
運
動
の
輪
拡
が
る

40
恪
福
�
ﾍ
じ
め
、

ま
れ
て
い
る
の
が
そ
の
実
績
で
あ
る
。

　
現
代
の
欧
米
人
は
合
理
主
義
に
も
と
ず
く

文
士
社
会
の
生
き
苦
し
さ
の
中
で
、
生
き
る

規
範
や
心
の
安
住
を
東
洋
の
精
神
文
化
に
求

め
て
ひ
た
す
ら
な
模
索
を
し
て
い
る
。

　
欧
米
人
が
求
め
る
東
の
心
、
そ
こ
に
こ
そ

仏
教
が
あ
る
の
だ
と
自
覚
し
た
沼
田
氏
は
、

キ
リ
ス
ト
教
の
バ
イ
ブ
ル
が
世
界
の
主
な
ホ

テ
ル
の
客
室
に
常
備
さ
れ
旅
行
者
の
便
に
供

に
常
備
さ
れ
て
い
る
分

を
含
め
、
一
般
の
人
々

に
頒
布
さ
れ
て
い
る
約

数
万
冊
が
諸
外
国
で
読

製
作
所
を
お
こ
し
た
。
そ
し
て
四
十
カ
年
、

幾
多
の
困
難
を
の
り
こ
え
な
が
ら
マ
イ
ク
ロ

メ
ー
タ
ー
と
そ
の
関
連
製
品
の
国
産
化
の
道

を
た
ど
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
仏
教
伝
道
資
金

を
得
て
き
た
。

　
そ
の
後
、
多
く
の
賛
同
者
を
得
て
、
昭
和

40
N
財
団
法
人
仏
教
伝
道
協
会
の
設
立
に
こ

ぎ
つ
け
た
氏
は
、
大
正
1
4
年
に
木
津
無
庵
師

等
の
編
集
に
よ
る
仏
教
本
窯
を
も
と
に
改
訂

編
さ
ん
し
事
業
で
得
た
資
金
に
よ
っ
て
国
内

は
も
と
よ
り
世
界
へ
向
っ
て
の
寄
贈
運
動
を

は
じ
め
た
。

　
こ
の
聖
典
寄
贈
運
動
は
大
き
な
反
響
を
呼

い
る
。

　
　
昭
和

仏
教
聖
典

●
私
も
仏
教
徒
の
一
員
で
あ
り
な
が
ら
、
つ

い
ぞ
勉
強
を
怠
っ
て
い
た
仏
教
聖
典
を
出
張

の
機
会
に
ホ
テ
ル
で
手
に
し
た
。
新
鮮
な
感

動
が
全
身
を
走
っ
た
。
明
日
か
ら
の
学
生
に

む
か
う
私
の
姿
勢
が
ピ
ン
と
す
る
お
も
い

だ
。
有
難
い
こ
と
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
州
・
教
員
）

●
目
に
輝
き
を
失
い
、
訴
え
の
多
い
老
人
た

ち
に
生
る
希
望
が
語
れ
る
。
（
名
古
屋
・
医
師
）

●
不
況
と
い
わ
れ
る
現
在
、
企
業
経
営
の
規

の
編
さ
ん
を
め
ざ
す

　
当
協
会
で
は
仏
教
聖
典
の
確
立
を
は
か
る

た
め
、
現
在
刊
行
頒
布
し
て
い
る
仏
教
聖
典

を
も
と
に
、
第
一
線
で
研
究
を
つ
づ
け
る
学

者
や
指
導
的
な
僧
侶
、
あ
る
い
は
今
ま
で
に

ま
と
め
ら
れ
た
諸
文
献
等
多
く
の
力
を
結
集

し
、
昭
和
仏
教
聖
典
の
編
さ
ん
を
お
こ
な
う

一
大
計
画
を
推
進
し
て
い
る
。

〈
仏
教
聖
典
実
費
頒
布
価
は
一
八
O
O
円
V

　
　
全
国
か
ら
の
反
響
・
要
望
（
醸
す
い
）

仏教聖典を手にする旅行者

≧

範
を
得
た
。
　
（
東
京

・
会
社
役
員
）

●
私
も
こ
の
教
え
に

少
し
で
も
近
づ
く
人

に
な
り
た
い
と
思
う

　
（
福
島
・
O
L
）

　
も
う
二
つ
の
仕
事

仏
教
伝
道
協
会
で
は

聖
典
の
編
さ
ん
、
寄

贈
、
実
費
頒
布
の
他

に
、
仏
教
伝
道
文
化

賞
・
功
労
賞
の
選
定
・
顕
彰
と
青
年
僧
侶
を

中
心
に
し
た
実
践
布
教
研
修
を
主
要
事
業
と

し
て
実
施
し
て
い
る
。

当
協
会
へ
の
連
絡
・
問
合
せ
は

〒
螂
東
京
都
港
区
芝
4
～
3
～
1
4

仏
教
伝
道
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
内

財
団
法
人
仏
教
伝
道
協
会
へ

曾
0
3
（
4
5
5
）
5
8
5
1
（
代
）
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ぐ

ミ
噛

・
ム
・

」．－　－－冒一レr・｝謬’・

全
第3種郵便物

「
全
仏
手
帳
」
の
訂
正
お
詑
び

　
五
十
三
年
度
版
全
仏
手
帳
の
加
盟
団
体
住
所

録
中
、
当
会
の
不
手
際
で
誤
記
が
あ
り
、
関
係

各
団
体
に
む
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
お

詫
び
し
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　
P
1
0
　
北
海
道
仏
教
会
連
盟
の
郵
便
番
号
は

〇
六
〇
を
〇
六
四
。

　
P
1
2
　
京
都
府
仏
教
会
の
電
話
番
号
は
（
二

二
一
）
四
九
七
二
↓
（
一
二
一
）
八
五
九
八
。

　
P
1
4
　
朝
日
生
命
仏
教
研
究
会
の
会
長
・
春

山
定
↓
削
除
。

　
な
お
印
刷
後
に
役
員
変
更
等
の
た
め
、
次
の

よ
う
に
訂
正
と
な
り
ま
し
た
。

　
P
6
　
真
宗
誠
照
寺
派
の
宗
務
総
長
・
波
多

野
暁
浄
↓
総
務
・
児
玉
義
諦

　
P
7
　
臨
済
宗
南
禅
寺
派
の
宗
務
総
長
・
桜

井
景
雄
↓
松
浦
勝
道

　
P
8
　
法
華
宗
本
門
流
の
管
長
・
松
井
日
宏

↓
福
島
日
陽

　
P
9
　
真
言
宗
犬
鳴
派
宗
務
所
（
新
加
盟
）

泉
佐
野
市
大
木
口
、
〇
七
二
四
（
五
九
）
七
〇

四
三
、
管
長
・
東
条
畳
畳
、
宗
務
長
・
帯
盛
龍

応　
P
1
0
　
栃
木
県
仏
教
会
の
住
所
・
役
員
は
一

新
さ
れ
、
南
大
通
一
の
四
の
二
十
七
（
応
願
寺

内
）
、
　
（
三
三
）
一
〇
四
四
、
会
長
・
柴
田
昌

源
、
理
事
長
・
稲
木
宏
量

　
　
　
お
　
見
　
舞

　
十
一
月
二
日
の
真
宗
大
谷
派
本
山
・

東
本
願
寺
大
師
堂
の
消
火
器
爆
弾
爆
破

事
件
で
被
害
に
あ
わ
れ
ま
し
た
同
寺
に

た
い
し
ま
し
て
お
見
舞
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
一
日
も
早
い
修
理
・
復
旧
を

祈
念
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
全
日
本
仏
教
会

．
　
全
仏
事
務
総
局
の
年
末
．
年
始
予
定
　
　
…

…
　
全
日
本
仏
教
会
事
務
総
局
で
は
年
末
・

…
年
始
の
業
務
を
左
記
の
よ
う
に
執
行
い
た
．

…
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
業
務
納
め
　
1
2
月
2
4
日
（
土
）
1
2
時

“
　
〃
　
始
め
　
1
月
9
日
（
月
）
1
0
時
置
　
…

昭和52年12月1日

昭
和
5
3
年
版

「
全
等
手
帳
」

申
し
込
み
受
付
け
中

　
全
仏
総
務
局
で
は
、
左
記
要
領
に
て

「
全
仏
手
帳
」
を
発
行
致
し
て
お
り
ま

す
。
部
数
に
限
り
が
O
ぎ
い
ま
す
の
で
、

御
注
文
は
お
早
め
に
。

内
容
三
帰
三
文
、
四
弘
誓
願
、
宗
門

　
　
　
　
聖
日
、
加
盟
団
体
役
員
住
所
録

　
　
　
　
忌
日
早
見
表
、
そ
の
他

申定サ
込　イ
先価ズ
9
×
1
4
伽

五
〇
〇
円
（
送
料
実
費
）

東
京
都
台
東
区
西
浅
草
一
－
五

一
五
（
〒
一
一
一
）
　
全
土
総

務
局
宛

昭
和
五
十
二
年
十
二
月
一
日
発
行

発
行
人

助
　
正
　
浩

行

、

ゐ星

悼

　
中
山
玄
雄
師
　
　
（
比
叡
山
延
暦
寺
探
題
、
総

持
坊
住
職
）
十
一
月
七
日
遷
化
。

　
天
台
声
明
の
第
一
人
者
と
し
て
知
ら
れ
、
そ

れ
ま
で
口
伝
で
あ
っ
た
声
明
の
旋
律
を
五
線
譜

に
書
き
表
わ
し
「
天
台
声
明
大
成
」
を
編
さ
ん

し
た
。
四
十
四
年
紫
綬
褒
章
、
五
十
一
年
に
芸

術
選
奨
文
部
大
臣
質
を
受
賞
し
て
い
る
。

…一
@
愚
轟
撮
馨
一
　
懸
〔
一
　

　
　
一
日

　
　
七
日

　
　
八
日

　
　
十
日

二
十
一
日

二
十
四
日

二
十
六
日

局
内
会
議

仏
教
英
語
研
究
会

局
内
会
議

仏
教
英
語
研
究
会

　
〃
　
〃
局
内
会
議

門
悪
書
縁
爺
研
…

　
　
一
日

　
　
四
日

　
　
八
日

十
四
日

十
五
日

　
十
六
日

　
十
八
日

二
十
一
日

二
十
三
日

二
十
六
日日

局
内
会
議

関
西
事
務
局
打
ち
合
せ

局
内
会
議

国
際
専
門
委
員
会

庭
野
氏
誕
生
祝
賀
会
出
席

犬
鳴
派
加
盟
承
認
書
伝
達

全
日
仏
婦
大
会
出
席

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

孝
道
山
一
周
忌
参
列

局
内
会
議
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製本お請致します。

　　　　　　東京都板橋区赤塚4－29－17
　　　　　　〒175でんわ03（938）3806
，lll量1り嘱亀口‘H闘1ハ．‘ll量巳μ㌦’ll且llr篭．4霜腿IIハ』Il川1門亀．川師レ鴨亀．“mIハ。‘mIIハb‘1星11

，
3
亀
＝
一
＝
、
．
「
亀
輌
＝
マ
，
『
「
ロ
一
一
一
鱒
「
♂
と
＝
一
眸
」
げ
』
＝
一
＝
盈
「
鴨
呂
一
冒
諾
ξ
＝
一
＝
「
」
「
島
一
”

も
0
8
0
8
0
8
0
8
0
8
0
8
0
8
0
8

oooo⊂＝》ooooo（＝＝）ooooo（＝）oooooぐ＝》ooooo（＝ンb♂ooooo

田猟

東
京
都
台
東
区
西
浅
草
一
ノ
五
ノ
五
（
東
点
本
願
寺
内
）

’
－
盛
．

－
　
、
　
「

8

κ　　　　　A西　　　　一　　　　　幽、　　　　一　　轟　　r、’　r陽噌F　　，　　　．　　　　　ρ一皇、h｝　＾　　　　　「5、乙「 h憾一．　の一望鼎㌔労一4rr
遷


